
 
 

4.2. オゾン等による植物影響の可能性 

 

4.2.1. 樹木衰退とオゾン：丹沢山地のブナ衰退実態とオゾンの影響（レビュー） 

 

（１）はじめに 

丹沢山地（図 4-2-1 中の赤線枠内）では，1960 年代から大山のモミの衰退現象が指摘され，

1980 年代からは山頂や尾根筋を中心にブナの衰退が進行している 2)。丹沢山地のブナ衰退

要因に関して，様々な要因が指摘されているが，丸田ら 3)は 1994～1995 年に実施された調

査結果を基に，高濃度オゾンの影響を指摘している。このような指摘を基に，武田・相原

4)は，西丹沢（犬越路）地点において小型オープントップチャンバー（OTC）を用いて，浄

化・非浄化空気によるブナの暴露試験を行い，オゾンがブナの落葉（老化）を促進し，成

長を抑制している可能性を実験的に明らかにしている。 

丹沢山地内の西丹沢（犬越路：標高 920m）地点ではオゾンの連続観測が 1995 年～2000

年度に実施されており，年平均値として 42～46ppb，1 時間値の最高値として 136～176ppb

が記録されている 5)。また，

実際に衰退が観察される地

点を中心に丹沢山地内にパ

ッシブサンプラーを配置し，

実態把握が行われている 6) 

7)。ここでは，相原らの報告

8)以降に得られた知見を加

えて丹沢山地におけるブナ

衰退の実態とオゾン濃度や

オゾン曝露量等との関連性

を中心に概略を整理した。 

 

（２）ブナの衰退状況 

 丹沢山地では、 1990 年代以降、ブナ林の衰退実態やその原因の解明に向けた様々な調査

研究が進められてきた 1) 9)。衰退実態に関しては、越地ら 2)が、戦後以降の空中写真を時系

列的に判読して丹沢のほぼ全域の冷温帯林を対象にモミやブナの枯死の発生状況を調べ、 

天然林の約 3 割の範囲に枯死木が分布するが、特に丹沢山、蛭ｹ岳、檜洞丸の各山頂付近に

多いこと、枯死は 1970～1980 年頃にまとまって発生し、その後も続いていること、などを

明らかにしている。また、大室山から檜洞丸、蛭ケ岳、丹沢山、塔ノ岳、鍋割山を結ぶ主

稜線部では、高標高地の森林群落に衰退が目立ち、鞍部や急傾斜地になるところで特に衰

退が著しいこと、風衝地では風上側における衰退度が大きいことが指摘されている 10)。 

 山根ら 11)は、2002～2004 年に実施した現地踏査に加えて GIS 植生図と衛星画像を組み合

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4-2-1 丹沢山地 1) 
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わせてブナ衰退の時系列的な変化を解析し、ブナ林の衰退は丹沢山地のブナ林全体に認め

られること、地区により進行状況が異なっていることを明らかにしている（図 4-2-2）。鍋割

山、塔ノ岳、丹沢山、蛭ヶ岳など、東丹沢から丹沢中央の標高が 1400m を超える主稜線部

にかけてブナの衰弱・枯死が激しく、衰退が少ないのは、西丹沢の大室山、城ヶ尾峠、菰

釣山や、東丹沢の北側に位置する丹沢三峰山稜、堂平などである。空中写真の時系列的な

解析からは、 檜洞丸から塔ノ岳の一帯にかけての主稜線部では、1980 年以降に少なくと

も 17ha のブナを含むと考えられる森林が消失し、草地化したことも指摘されている 12)。  

 地形条件との関係では、 衰退の進んだ地点は、 高標高の尾根付近の南向きの斜面が多

く、尾根及び斜面上部での割合が高い。さらに、 衰退の進んだ丹沢山と檜洞丸の山頂一帯

での集中的な調査結果を GIS 植生図や地形図などと重ね合わせて検討した結果によれば、

衰退は、ブナを含む落葉広葉樹の高木に一様に及ぶのではなく、ブナで衰退が目立つこと、

南から西向き斜面のブナ林に衰退の進んだブナが多い傾向などが明らかになっている 11)。 

 

図 4-2-2 丹沢山地におけるブナの衰退状況 11) （河野改編） 

衰退状況：2002～2004 年のブナの調査結果、枯死状況：1980 年代の空中写真解析に基づくブナ

を含めた枯死木調査の結果 
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（３）丹沢山地におけるオゾン濃度 

① 日変化 

 河野ら 13)が檜洞丸地点において

2004 年 8 月～2006 年 7 月までの 2

年間に観測したオゾン濃度の 1 時

間値の最高値は 2005 年 9 月 1 日の

119ppb であった。この日の経時変化

を図 4-2-3 に示した。山麓に位置す

る伊勢原では 15 時に最高値 147ppb

が記録され、西丹沢（犬越路）にお

いても同時刻に 134ppb が記録され

ている。檜洞丸では同時刻に 118ppb

が記録されているが、一旦濃度がわ

ずかに低下した後、20 時に最高値 119ppb が記録されている。しかし、この最高値は、阿相

ら 5)が 1995～2000 年度に西丹沢（犬越路）において記録した最高値 176ppb（1998 年度）よ

りも大幅に低い値であったことから、ピーク濃度の出現状況は年度間変動が大きいことが

想定される。 

 

② 年平均濃度 

河野ら 13)によれば、上述した檜洞丸地点における 24 時間平均値（日平均値）、日中 12 時

間平均値（6 時～18 時）及び日中 8 時間平均値（9 時～17 時）の年平均値は、表 4-2-1 に示

したとおり、ほとんど差が見られない。また、檜洞丸と西丹沢（犬越路）地点にはほとん

ど差異が見られないが、伊勢原の場合には 24 時間値の年平均値は西丹沢や檜洞丸よりも低

い傾向にある。また、24 時間平均値で見ると伊勢原の年平均値は西丹沢及び檜洞丸地点に

おける年平均値の約 1/2 の濃度レベルであり、高標高地点では夜間のオゾン濃度が高いこと

が特徴として指摘されている。 

 

表 4-2-1. 丹沢山地におけるオゾンの年平均濃度 

地点 日平均 日中 12 時間平均 日中 8 時間平均 

 ppb  

檜洞丸 42.7 41.7 42.0 

犬越路 40.4 42.4 43.3 

伊勢原 21.9 28.5 32.0 

注. 2004 年及び 2005 年の平均；日平均（24 時間）；12 時間平均（6〜18 時）；8 時間平均（9

〜17 時）. 

図 4-2-3 最高濃度出現日（2005 年 9 月 1 日） 
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③ 季節変化 

檜洞丸及び伊勢原について、日報から毎月の

時間毎の平均値を求め、3 ヶ月毎に平均して季別

のオゾン濃度を求めた結果によれば、オゾン濃

度は春季に高く、標高の高い檜洞丸地点では特

に冬季の日内時間変動がほとんど見られないこ

とが確認された（図 4-2-4）。 

また、平地部の伊勢原地点では日中にピーク

が見られる典型的な日変化パターンが見られ、

春季以外の 3 季の深夜から早朝にかけての濃度

は約 10ppb であった。これに対して、檜洞丸地

点では深夜から早朝にかけての濃度が伊勢原地

点よりも高く、標高の高い地点では山型の日変

化パターンが見られない傾向にあることが報告

されている 13)。 

 

④ AOT40 （ Accumulated exposure Over a 

Threshold of 40 ppb） 

 AOT40 は、オゾンの暴露量を示す指標の一つ

で、特定の時間帯を対象に 1 時間値が 40ppb を

超えた部分（差分）を積分した値である。したがって、1 時間値が 40ppb を超えなければ

AOT40 の値はゼロとなる 14) 15)。 

上述した 2 年間の檜洞丸地点における 4～9 月の 6 ヶ月間の積算平均 AOT40（24h、12h、

8h）はそれぞれ 46、20、14ppm・h、西丹沢（犬越路）地点では 36、22、15ppm・h、伊勢

原地点では 18、15、11ppm・h であった 13)。檜洞丸、西丹沢（犬越路）及び伊勢原の 3 地点

とも日中の AOT40 は概ね類似しているが、夜間～早朝については伊勢原地点ではオゾン濃

度が 40ppb 以下になるため、AOT40 の値は積算されない。このため、伊勢原地点の AOT40

は低い値となっている。 

一方、AOT40 が特に高い時期は 4～6 月の期間であり、7 月以降は急激に低下する傾向に

ある。丹沢山地におけるブナの芽吹きから落葉までの着葉期間（5 月～9 月）における AOT40

（日中 12h）は、檜洞丸地点で概ね 15ppm・h で、西丹沢（犬越路）では 17 ppm・h、伊勢

原では 12 ppm・h であった。ブナに対するオゾンの暴露実験結果から、ブナの成長が抑制

されるクリティカルレベルは、4～9 月までの 6 ヶ月間を対象とした AOT40（12h）で表示

した場合に 17ppm・h である 16）。したがって、丹沢山地に分布するブナは、このクリティ

カルレベルに近いオゾンの潜在的なストレスを受けていることが想定されている。さらに、

Matyssek ら 17）は、日中暴露のみならず夜間暴露によっても樹木の成長が抑制され、その抑
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制の程度はオゾン曝露量に比例することを指摘している。この指摘が日本のブナにも適用

できると考えた場合、AOT40(24h)の値を見ると、檜洞丸周辺のブナは 5～9 月の間にクリテ

ィカルレベルの 2 倍を超えるオゾン暴露を受けていることになり、オゾンの影響は非常に

大きい可能性が示唆されている 13） 

 

（４）風速、オゾン濃度と地形との関係 

数値解析モデルによると、風速は地表の起伏に応じて増減し、稜線又は峰の頂上部付近

で極大となる。ブナの衰退地点は峰の頂上部付近の南側斜面に集中しているが、これは地

形に起因して風速が増加する地点と対応していることから、衰退現象の局所性は局地風の

影響を強く受けている可能性のあることがSutoら18)によって指摘されている。また、尾根付

近では主風向のわずかな変化によって風速が変化することから、樹木への長期的影響を評

価するためには、年間を通じての風向の変化に十分に配慮する必要があることも指摘され

ている13) 18)。 

地表付近におけるオゾン濃度は山の風上側斜面でかつ高標高ほど高くなるが、濃度の空間

的な変化は非常に小さく、風上側の地形の影響を受けやすい傾向にある。一方、地表面に

平行に輸送されるオゾン量を表すオゾンの移流フラックスは、樹木に及ぼす風速と濃度の

複合影響を評価するための指標の一つになると考えられている。濃度の空間変化は風速の

変化に比べて非常に小さいため、移流フラックスは風速分布と非常に類似したものとなる。

樹木に対して、風とオゾンが相乗的に（フラックスとして）影響するかどうかについては

これまで十分な実験的検討がなされていないが、オゾン濃度よりも移流フラックスとして

評価した方が衰退状況との対応が良好であることが指摘されている 13) 18)。 

 また、西丹沢（犬越路）地点と檜洞丸地点を比較した場合や、山頂や稜線沿いでも南側

斜面と北側斜面においてオゾン濃度や AOT40 に大きな差異が見られないのにブナの衰退度

に顕著な差異がみられる原因の一つとして、西丹沢（犬越路）地点、稜線や山頂の北側で

は主風向の風速が小さいため、移流フラックスに大きな差異があることが考えられる 13) 18)。 

 

（５）酸性沈着等の影響 

丹沢山地における大気中の NOx 濃度は極めて低い 29)が、林外における窒素の総沈着量は

約 12kg/ha/年の負荷がある 30)。これに葉に捕捉された窒素が酸性の降雨や霧水とともに洗い

落とされて加わるため、ブナ林への窒素負荷量はこの数値よりも大きく、ブナ林は窒素過

多あるいは窒素飽和状態になっている可能性もある 31) 32)。また、Shigihara ら 33)は、ブナに

対して pH3と pH5の人工酸性霧を暴露した結果、pH5よりも pH3で落葉が促進されること、

幹中へのデンプンの蓄積が減少したことから、慢性的に酸性霧に暴露されることによって

ブナの生理活性が低下し、成長が抑制されている可能性があると指摘している。また、ブ

ナは窒素負荷量が増加するとオゾンの悪影響が加速される 16) 34)。しかし、これまでに報告

されているオゾンや、酸性雨又は酸性霧やミストの暴露実験結果から、現状で観察される
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高濃度や高曝露量のオゾン、降水の酸性度はブナの成長抑制や葉内物質の溶脱の促進をす

るものの、個体を直接枯死するまでに至るほどのストレスではないと考えられる。 

 

（６）ブナハバチ等による食害の影響 

丹沢山地のブナは太平洋型ブナ林を代表するもので、日本海型ブナ林に比べ積雪量が少

ないことやブナの優占度が低いことなどからブナの更新が困難な条件下にあり、これに高

密度のシカによる食害がなくならない限りブナ林としての維持は難しいと島野 28)は指摘し

ている。 

また、ブナの衰退の一因として、害虫の発生も考えられる。ブナの食葉性害虫としては

ブナアオシャチホコの大発生が報告されている 19)が、ハバチ類によるブナの食害としては、

これまでブナヒメハバチによるものが報告されている 20)。 

丹沢山地では 1993 年に丹沢山頂付近でハバチの大発生したことが記録され 21)、このハバ

チは新種のブナハバチとして報告された 22)。ブナハバチ食害の特徴は、大発生時にはブナ

の葉を全て食い尽くす激害型被害が発生しやすいこと、同じ個体が繰り返しの連年被害を

受けやすいことから、これによって急激な樹勢低下が進み、ストレス抵抗力の弱い個体か

ら衰弱枯死していくことなどが指摘されている 23) 24) 25)。 

 山上ら 26)が、堂平から丹沢山頂にかけてマーキングした激害ブナの春の芽吹き状況を調

査した結果によれば、ブナハバチによる全失葉を伴う激害を受けたブナ個体は、 翌年以降

の春の芽吹きが遅れる傾向にある。これらの結果を基に、ブナハバチ食害が引き起こすブ

ナ枯死のメカニズムとして、山上ら 26)はオゾンなどの大気汚染物質、シカの摂食圧による

林床植生退行に伴う土壌の乾燥化及びブナハバチ食害などの複数のストレス要因が関与し

て衰弱したブナ個体は、翌年春の芽吹きが遅れ、そこにブナハバチが集中して産卵する。

集中産卵されたブナは高密度の幼虫に摂食され、全失葉する激害を受け、翌年の芽吹きは

再び遅れる。こうして短期間に繰り返しブナハバチによる激害を受け、枯死に至ると推察

している。 

なお、丹沢山地ではブナアオシャチホコの発生が 1917 年に記録されているが、2005 年に

88 年ぶりに西丹沢で大発生した。被害は標高 900m～1300m までの地域で数 ha 規模のもの

で、2006 年も大発生が予想されたが低密度の発生に終わり、2007 年もほとんど発生しなか

ったことからブナアオシャチホコの発生は一過性のものであると考えられている 27)。 

一方、食葉性のブナハバチ幼虫による葉の食害は慢性的な衰弱木に発生する傾向にある

とともに、繰り返しの食害が個体の枯死に直結している可能性が高い。また、シカによる

林床植生の採食により土壌侵食が促進されるなど丹沢山地のブナ林は極めて劣悪な環境条

件になっている 35) 36)。シカの食害により林床植生が破壊され、乾燥化が進行するとともに、

ブナハバチによる食害がブナの衰退を加速、枯死させるため、樹冠の隙間が拡大する。こ

れにより林内風速が高くなるためオゾンの移流フラックスも増加し、加速的に衰退が進行

している可能性が考えられる。 
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4.2.2. オゾンによる植物影響の要監視地域の抽出方法の検討 

 

（１） はじめに 

 近年、日本列島全体におけるオゾン濃度は上昇傾向にあり、前節でも述べたように、高

濃度オゾンによる影響を窺わせる樹木衰退の事例も報告されている。 

これまでの土壌・植生モニタリングでは、主に大気沈着による土壌の酸性化等を介した

樹木衰退や植生の撹乱を想定し、土壌化学性分析とともに、樹木衰退度・成長量及び下層

植生の調査（観察）が行われてきたが、ガス状・粒子状の汚染物質の直接暴露による植物

への影響の把握には、森林地域での大気汚染物質の実測やそれに敏感な植物活性の測定な

ど、より特化した取組が必要である。 

以上のことから、今後オゾンの直接暴露による植物影響の実態を明確にするためには、

大気中のオゾン濃度や植生の感受性を考慮した要監視地域における効率的なモニタリング

が求められる。本節では、近い将来に本格実施が期待されるオゾンによる植物影響モニタ

リングに資することを目的に、全国的なオゾン濃度の分布、植生の分布とその感受性等を

考慮した上で、植物影響のリスクが高いと考えられる要監視地域の全国的な分布に関する

基礎情報を集約し、それらの情報の日本地図上での可視化を進めた。 

 

（２） 評価の方法 

① 評価対象樹種 

 天然林等の自然植生と主要な植林地を主な評価対象とした。生物調査 3 次メッシュデー

タ 37)を基に 6 つの植生グループ（スギ、アカマツ、カラマツ、ブナ、コナラ、スダジイ）

を選択し、各グループの分布域におけるオゾン影響の評価を実施した。作物については、

今後の課題とした。 

 

② AOT40 を用いた成長低下率の推定 

 オゾンによる樹木影響の評価には苗木の暴露実験で得られた AOT40 当たりの成長低下率

を用いた。本報告に用いた AOT40 は 4－9 月の 6 か月間における AM6:00 – PM6:00 の 12

時間を対象期間とした1。以下に、本報告で用いた渡辺らによる成長低下率推定式 38)、39)、40)、

41)、42)を示す。 

 

 スギの成長量の相対値= -0.047×(AOT40) 

 アカマツの成長量の相対値= -0.144×(AOT40) 

                                                 
1 AOT40の算出では日射量を基準とした積算方法もあり、EUの基準では50W m−2以上の時間帯

を対象に積算している。 
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 カラマツの成長量の相対値= -0.201×(AOT40) 

 ブナの成長量の相対値: -0.141×(AOT40) 

 コナラの成長量の相対値: -0.079×(AOT40) 

 スダジイの成長量の相対値: -0.231×(AOT40) 

 

成長低下率推定式では係数が小さい（絶対値が大きい）ほどオゾンによって成長が低下し

やすいことを示す。渡辺ら 42)によれば、オゾンに対する感受性が最も高い植生はスダジイ

であり、オゾンに対する感受性が最も低い植生はスギであった。 

 

③ AOT40 の全国分布の推定 

AOT40 は非静力領域化学輸送モデル WRF/Chem による 15km メッシュのオゾン濃度推定

結果を基に算出2した。今回の実験では滝川らの設定 43) を基に、離島を除くほぼ日本全域を

計算対象領域としている。2007 年から 2009 年の 4 月から 9 月の期間における AOT40 を成

長低下率のマッピングに用いた。 

 
図 4-2-5 2007－2009 年における AOT40 のモデル推定結果（4 月～9 月の 6:00～18:00 にお

けるオゾン濃度積算値) 

                                                 
2 鉛直層数は 34 層として計算を行っている。鉛直座標系は地表面との比率に基づく地形に

沿った座標系であり、大気最下層の高度は地表面から約 10m である。また夜間を除き接地

境界層内部に 10 から 15 層程度含まれている。気象場については 5km メッシュ、３時間間

隔の気象庁メソ解析を、オゾン前駆物質の地表放出源強度分布については 1km メッシュ、

1時間間隔のEAgrid2000をそれぞれ利用した。また低解像度(240kmメッシュ)の全球化学輸

送モデルによる計算結果を側面境界とすることにより領域外からの大気汚染物質の影響に

ついても考慮している。 
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④ 成長低下率のマッピング 

 AOT40 当たりの成長低下推定式及び AOT40 推定分布図より、各植生グループの成長低下

率を推定した。これらを色分けしてマッピングすることにより、要監視地域の抽出を行っ

た。 

 

（３） 結果の概要 

 各植生において、オゾンの AOT40、植生分布、樹種の感受性の違いによる要監視地域が

抽出され、スギ以外の樹種では予測される成長低下率が 2.5％を超える地域が一部で見られ

た。特に関東地方のコナラ、北陸地方・新潟・群馬北部および関東西部のブナ、九州北部・

北陸及び東海沿岸のスダジイ、長野、関東北部および福島のカラマツ、中部地方及び関東

地方のアカマツで高い成長低下率が予測された。例としてブナとスギの成長低下リスクレ

ベルの全国分布を図 4-2-6 に示した。色がついている地域はブナ又はスギが主としてその地

域に分布していることを示し、色分けは成長低下率を示す。空白の地域はブナ又はスギが

主としてその地域に分布していないことを示す。 

 

図 4-2-6 オゾンによる予測成長低下率の分布（左図：ブナ、右図：スギ） 

 

（４） 今後の検討課題 

① 要監視地域における衛星データの活用について 

衛星データから得られる情報は、オゾン影響に特有なものではないが、フェノロジー（植

物季節）や生理活性の状況を評価する上では、有用であると考えられる。上記作業から抽

出される要監視地域において、衛星データを活用した追加的評価を検討する必要がある。 
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② オゾン吸収量による評価 

 将来的には、曝露量だけではなく、実際に気孔を通じて吸収されるオゾンの量（吸収フ

ラックス）を用いた評価も必要と考えられるが、現時点では、樹木及び作物において、全

国的な評価は困難である。 

 

4.2.3. オゾン植物影響に関するパイロット・モニタリングの開始 

 

（１） はじめに 

 これまで実施されてきた土壌・植生モニタリングでは、主に大気沈着による土壌の酸性

化等を介した樹木衰退や植生の撹乱が念頭におかれ、土壌化学性分析とともに、樹木衰退

度・成長量及び下層植生の調査（観察）が行われてきたが、ガス状・粒子状の汚染物質の

直接暴露による植物への影響の把握には、森林地域での大気汚染物質の実測やそれに敏感

な植物活性の測定など、より特化した取組が必要である。4.2.1節でも論じたように、対流

圏オゾンの濃度上昇に伴う樹木衰退の可能性が指摘され、オゾンによる植物影響の評価に

対する取組が、より重要になってきた。 

 平成21年３月に改訂された「越境大気汚染・酸性雨長期モニタリング計画」では、新た

な生態影響モニタリングとして、オゾンによる植物影響のモニタリングを検討することを

提言している。それに基づき、平成22年度まで設置された「オゾン植物影響モニタリング

手法検討会」では、オゾンによる植物影響のモニタリング手法に関する検討を行ってきた。

その結果、今後の定常モニタリングのための手法を確立するために、平成23年度からオゾ

ン関連研究を実施している自治体（北海道、新潟県、福岡県）において、パイロット・モ

ニタリングを開始することとし、その進捗状況については、関連自治体専門家を加え再編

された「オゾン等の植物影響評価ワーキンググループ」において、検討することとされた。 

 

（２） オゾン植物影響（パイロット）モニタリングの基本設計について 

 平成22年度までの検討結果、以下のような基本設計が提言された。 

① 高濃度オゾンや樹木衰退が報告されている地域で実施する。 

② 対象地域内で、オゾン自動測定装置が既に稼働している地点又は設置可能な（電源が

供給されている）地点を、各 1 地点、ステーションとして設定し、当該地域のオゾン

濃度変化について明らかにする。気象計等の追加機器整備についても検討する。 

③ 上記ステーション周辺に観測プロットを設定し、パッシブサンプラー法によるオゾン

濃度測定や樹木活性等の測定・観察を実施し、当該地域のオゾン濃度と樹木応答に関

する実態をより明確化する。具体的な観測項目の候補は以下のとおり。 

 パッシブサンプラー法によるオゾン濃度測定 

 可視障害観察 

 フェノロジー（植物季節）の観察：展開、落葉の時期の記録等。 
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 樹木活性の測定：SPAD 葉緑素計による測定 

 樹木成長量の測定：デンドロメータ（周囲長計）の設置による樹幹肥大成長量の

測定 

 

（３） パイロット・モニタリングの開始 

 上記基本設計に基づき、オゾン関連研究を実施している自治体の以下の山岳・森林地域

を、パイロット・モニタリングの対象地域として選定した（図 4-2-7）。 

 摩周湖外輪山：北海道 

 八海山：新潟県 

 英彦山：福岡県 

 上記地域では、これまでの各自治体における研究により、１時間値として 80 - 100 ppb の

高濃度オゾンが記録されており、摩周湖外輪山や英彦山では樹木の衰退も認められており、

特に摩周湖外輪山におけるダケカンバの枯死は著しい。各地域の概要は表 4-2-1 のとおり。 

 

 

 

図 4-2-7 オゾンによる植物影響評価のためのパイロット・モニタリング実施地点.*1、写真は国立

環境研究所提供 

 

 

 

表 4-2-1 パイロット・モニタリング地域の概要 

八海山ロープウェイ山頂駅付近

（新潟県魚沼市） 英彦山（福岡県添田町） 

摩周湖第一展望台付近*1 

（北海道弟子屈町） 
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自治体 北海道 新潟県 福岡県 

地域名 摩周湖 八海山 英彦山 

ステーション

（オゾン自動

測定装置設置

地点） 

摩周第一展望台 八海山展望台 福岡県立英彦山青年の

家 

標高 555m 1,147 m 790 m 

地域の優占樹

種 

ダケカンバ ブナ、ミズナラ ブナ 

樹木衰退の概

況 

摩周湖外輪山西側、第一

展望台付近から第三展望

台付近まで、ダケカンバ

の枯死木が認められる。

顕著な樹木衰退は認

められない。 

標高 1.140 – 1、180 m

付近の北岳南北斜面に

おいて、ブナの枯死又

は衰退が認められる。 

オゾン自動測

定の開始 

平成 23 年 10 月 17 日 平成 23 年 7 月 14 日 平成 23 年 7 月 28 日 

 

 パイロット・モニタリングは、平成 23 年夏季より開始し、初年度においては、最も基本

的かつ必須な項目である、各地域のステーションにおける自動測定装置によるオゾン濃度

測定を実施することとした。また、代表樹木の葉の展開・落葉時期等の周辺情報の収集・

記録を行うこととした。周辺観測プロットにおける樹木活性・成長量調査等は、順次検討

することとしている。 

 

（４） オゾン植物影響モニタリング手法の確立にむけて 

 上記パイロット・モニタリングにおいては、北海道、新潟県、福岡県の代表的な山岳・

森林地域におけるオゾン濃度の実態が明らかになり、併せて周辺樹木の状況も整理される

ことが期待される。さらに観測プロットにおける樹木活性調査等を進めることにより、オ

ゾン濃度との関連性等から、モニタリングすべき項目が明確化され、オゾンによる植物影

響に特化したモニタリング手法が確立され、平成 26 年度を目途に定常的なモニタリングが

開始されることが望まれる。 
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